
レポート

ハーモニーで繋ぐ地域の絆、歌の力を次世代へ

若林区童謡フェスティバルは、世代を問わず誰もが一度は耳にし親しんでいる「童謡」をテーマとして、歌唱とその鑑
賞を通じた市民の皆様の交流と地域の音楽文化創造を図ることを目的に開催してまいりました。

おかげさまで、地域の学校や音楽サークル等出演団体の皆様とともに工夫を重ねながら創り上げてきた合唱コンサート
として、28回目を迎えることができました。

今年度は、コンサートホールを含む若林区文化センター全体が大規模改修工事で休館となっていることから、宮城野区
文化センターのコンサートホール「パトナホール」を会場として、サブタイトル「ハーモニー in PaToNa」を冠して
の開催といたしました。「童謡を通じて、地域の音楽活動を応援し、より良い地域づくりにつなげたい」というこれま
での開催趣旨と変わらず、今できる範囲でコンサートを開催してみようと企画いたしました。
「パトナホール」での童謡フェスティバル、若林区文化センター-とは一味違うコンサートとなったのではないでしょ
うか。穏やかな秋の午後のひと時、懐かしい童謡の調べを十分にご堪能いただけたと思います。ご出演、ご協力いただ
いた皆様、ご来場いただきましたお客様、誠にありがとうございました。

開催日時 令和5年11月18日（土）13:30から16:00まで
開催場所 仙台市宮城野区文化センターパトナホール
来場者数 延べ480人
主 催 若林区文化センター・宮城野区文化センター・若林区中央市民センター



第一部レポート

コール三燦

♩ 花の街
♫ まっかな秋
♪ 小さな木の実
♫ ビリーブ

童謡フェスティバルには２
年ぶりのご出演となりまし
た、コール三燦の皆様。

歌えることの楽しさと喜び
を声にのせ、また手話を交
えたコーラスでオープニン
グを飾っていただきました。

るるるん ハーモニー

♩ さわると秋がさみしがる
♫ カレーライスのうた
（女声合唱のためのくいしんぼ組曲より）

♪ ３つの太郎のうたメドレー
（浦島太郎・金太郎・桃太郎）

童謡フェスティバルには２
年ぶりのご出演となりまし
たるるるん♪ハーモニーの
皆様。

元気で、そして深みのある
歌声で、かわいらしい楽し
い歌とパフォーマンスをを
披露していただきました。



聖和学園高等学校合唱部

♩ かごめかごめ
♫ ちいさい秋
♪ 赤とんぼ
♬ アイアイ
♫ しあわせなら手をたたこう

若林混声合唱団

コロナ禍を経て久しぶり
の出演となりました「若
林混声合唱団」の皆様。

結成30年を迎え、気持ち
はいつまでも青年という
皆様の美しい混声のハー
モニーを披露していただ
きました。

♩ 氏家晋也童謡小作品集 

こんなときドキドキ
♫ 地球儀をまわして より 

あしたへのエール
♬ 気球に乗ってどこまでも

「新しいスタイルの合唱
部を創ろう！」をモッ
トーに、一丸となって取
り組んでいらっしゃると
のこと。

曲ごとにメンバーを変え
たり、パフォーマンスを
したりなど一人一人の個
性が感じられるステージ
でした。



仙台市立原町小学校 柿の木合唱団

宮城野区から仙台市立原町小学校柿の木
合唱団の皆様が出演していただきました。

歌の好きな仲間たちが集まり、高みをめ
ざして練習に励んできたとのこと。今年
度は「ｔｂｃこども音楽コンクール」東
北大会出場を果たされています。

活動を支援してくださっている地域の皆
様への感謝の気持ちを歌声に乗せ、美し
い、息もぴったりなハーモニーを会場全
体に響く歌声を披露していただきました。

♩ 赤とんぼ
♪ ゆうき



仙台市立南材木町小学校 南の星合唱団

♩ 電車
♬ 児童合唱組曲「空にかいた12の童話」より 

もし、透明人間になれたら
♪ 児童合唱組曲「空にかいた12の童話」より 

もし、天気をきめる一番えらい係になれたら
♫ ピーマン体操

第二部レポート

若林区から仙台市立南材木町小学校南の
星合唱団の皆様に出演していただきまし
た。

学校では「歌声タイム」の全校の歌声の
リーダーとして活動するほか、吹奏楽団
との合同演奏会やコンクールへの出場、
地域のイベントなどで歌声を披露されて
いるとのこと。

美しいハーモニーとピーマンの扮装で楽
しいパフォーマンスを交えた合唱を披露
していただきました。



コールはまなす

♩ 里の秋
♫ 夕日
♪ 秋の月

♩ アフトンの流れ
♫ 遥かな友に

結成から39年を迎え、団員の皆様が「あうんの仲」というコールはまなすの皆様。

息もぴったりで心地いい美しいハーモニーをホールに響かせ、会場を温かい空気で包
んでいただきました。おそろいの赤の衣装も素敵でした。



仙台童謡愛好会 
HAPPY RABBIT

「その地に根ざす文化所産に対する強い思いと、童謡への深
い愛情とその業績」が認められ、令和5年度「日本童謡賞 奨
励賞」を受賞した「仙台童謡愛好会 HAPPY RABBIT」の
皆様。手作りの様々なアイテムや、曲ごとの振付けで、会場
のお客様を巻き込みながら、おなじみの童謡を愛情たっぷり
に歌い上げていただきました。

♩ 赤い鳥小鳥
♫ 里の秋
♬ 七つの子
♬ ドラネコロックンロール
♪ 私と小鳥と鈴と
♫ 虹のむこうに



全体合唱 -みんなで歌おう！-

ふるさと

新型コロナウイルス感染症拡大により途絶えていた、フィナーレの全体合唱が復活しま
した！ 「仙台童謡愛好会 HAPPY RABBIT」のリードのもと「仙台市立南材木町小学
校南の星合唱団」ほか出演団体、会場のお客様が一体となり「ふるさと」のあたたかい歌
声がパトナホール全体に響き渡りました。

フェスティバルを通し、出演者の皆様は、コロナ禍を経て新しいスタイルの合唱への挑
戦や意気込みが感じられました。



童謡フェスティバル司会   江澤さおり さん

宮城野区文化センターとなった会場に
おいても、司会の江澤さんにはこれま
でのように明るく爽やかにコンサート
を盛り上げていただきました。

ご来場いただいたお客様へ

第28回は会場を変更し、例年よりもコンパクトなスタイルで開催しましたが、ご来場者
からは「知ってる童謡ばかりで心の中で歌ってしまいました。とても楽しかったです」
「幅広い年代の合唱が聞けて良かったです。合唱のすばらしさを再確認できました」「出
演したみなさんがとても楽しそうに見えて、私も楽しませていただきました」と言ったお
声を頂戴するなど、大変ご満足いただいた様子でした。

第28回若林区童謡フェスティバルハーモニー in PaToNaをご覧にいらしていただき、ま
た、出演者へのたくさんの拍手や温かい励ましのお言葉をいただき、ありがとうございま
した。
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